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Topics

生
物
の
遺
伝
的
多
様
性
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
将
来
、
農
産
物
や
医
薬
品
、
地
球
環
境

保
護
に
活
用
で
き
る
素
材
を
確
保
す
る
た
め

に
重
要
で
あ
り
、
家
畜
に
つ
い
て
も
生
体
あ

る
い
は
細
胞
で
の
遺
伝
資
源
の
保
存
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ブ
タ
の
場
合
、
精
子
は
凍
結

保
存
が
可
能
で
す
が
、
卵
子
や
胚
は
凍
結
保

存
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
細
胞
で
の
遺
伝
資

源
の
保
存
は
こ
れ
ま
で
雄
側
の
み
で
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、

超
低
温
ま
で
急
速
冷
却
し
て
ガ
ラ
ス
化
す
る

方
法
に
よ
り
ブ
タ
胚
の
保
存
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
未
だ
成
功
例
が
な
い
ガ
ラ
ス

化
保
存
卵
子
か
ら
の
子
ブ
タ
生
産
を
目
指
し

て
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
ガ
ラ
ス
化
保
存
ブ
タ
未
成
熟
卵
子

の
加
温
後
の
生
存
性
向
上
を
目
指
し
、
固
体

表
面
ガ
ラ
ス
化
法
で
ガ
ラ
ス
化
保
存
し
た
ブ

タ
未
成
熟
卵
子
の
加
温
温
度
の
最
適
化
を
検

討
し
ま
し
た
。
加
温
プ
レ
ー
ト
の
設
定
温
度

を
従
来
の
38
度
か
ら
42
度
に
変
更
（
図
１
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
温
後
の
卵
子
の
生
存

率
が
20
％
向
上
し
ま
し
た
。
次
に
、
42
度
で

加
温
し
た
ガ
ラ
ス
化
保
存
卵
子
を
39
度
の
培

養
器
内
で
体
外
成
熟
・
受
精
・
培
養
し
た
場

合
、
39
度
で
加
温
し
た
場
合
に
比
べ
て
胚
盤

胞
期
へ
の
発
生
率
が
１
・
６
倍
に
向
上
し
、

移
植
可
能
な
多
数
の
胚
を
生
産
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

本
手
法
で
得
ら
れ
た
胚
盤
胞
期
胚
を
母
豚

に
移
植
し
て
、
世
界
で
初
め
て
ガ
ラ
ス
化
保

存
卵
子
由
来
の
子
ブ
タ
の
生
産
に
成
功
し
ま

し
た
（
図
２
）。

こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、
精
子
と
と
も
に

卵
子
に
よ
る
保
存
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
生
体
に
比
べ
は
る
か
に
効
率
的
で
省
ス

ペ
ー
ス
か
つ
防
疫
上
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
保

存
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
ブ
タ
遺
伝

資
源
を
保
存
で
き
ま
す
。
ま
た
、
育
種
改
良

の
上
で
も
育
種
素
材
の
選
択
の
幅
が
広
が
る

な
ど
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま

す
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域

　
　

�

上
席
研
究
員　

下
司
雅
也

　
　

�

主
任
研
究
員　

ソ
ム
フ
ァ
イ
タ
マ
ス
）

世
界
初
、
ガ
ラ
ス
化
保
存

未
成
熟
卵
子
か
ら
子
ブ
タ
を
生
産

発泡スチロール

加温（42度設定の加
温プレート上） 

希釈・培養 

平衡液（38.5度，13-15 分
：100卵子/処理） 

ガラス化液（38度，約30
秒：50 卵子/処理） 

液体窒素

液体窒素中での保存  サイトカラシンB（38.5度，
30分） 

10-25卵子/ドロップ 

アルミホイル

液体窒素

（-196度）

図 1　固体表面ガラス化法と加温法

図 2　ガラス化保存卵子由来の
子ブタ（生後 5日目）

2畜産草地研究所ニュース No.43

NARO Institute of Livestock and Grassland Science



Topics

シ
カ
に
よ
る
牧
草
被
害
を
見
え
る
化

　
　

― 

迅
速
な
被
害
対
策
の
導
入
を
支
援 

―

　

公
共
牧
場
な
ど
に
あ
る
牧
草
地
の
多
く
は

中
山
間
地
域
に
立
地
し
て
お
り
、
そ
の
多
く

で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
、
シ
カ
）
に
よ
る
牧

草
の
食
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
被
害
実
態
は
食
害
量
の
測
定
に
手

間
が
か
か
る
た
め
把
握
し
に
く
く
、
被
害
対

策
の
導
入
が
進
み
に
く
い
の
が
現
状
で
し

た
。
そ
こ
で
私
達
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

シ
カ
に
よ
る
牧
草
の
被
害
率
の
推
測
に
基
づ

い
て
、
被
害
対
策
資
材
の
導
入
の
判
断
を
支

援
す
る
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

本
方
法
は
、
牧
草
被
害
の
簡
便
な
推
測
方

法
と
、
被
害
程
度
に
基
づ
い
た
被
害
対
策
資

材
の
導
入
の
判
断
を
支
援
す
る
２
つ
の
技
術

か
ら
な
り
ま
す
。
前
者
で
は
、
採
草
利
用
さ

れ
る
牧
草
地
に
お
い
て
、
シ
カ
に
よ
る
牧
草

被
害
を
簡
便
か
つ
定
量
的
に
評
価
し
ま
す
。

採
草
後
の
牧
草
地
（
３
ha
程
度
ま
で
の
牧
区

毎
）
全
体
に
、
シ
カ
に
よ
る
牧
草
の
食
害
を

防
ぐ
小
型
の
簡
易
ケ
ー
ジ
を
10
個
程
度
設
置

し
ま
す
。
２
週
間
以
上
の
牧
草
再
生
期
間
を

と
っ
た
後
に
、
各
ケ
ー
ジ
の
内
外
の
草
高
を

５
点
ほ
ど
測
定
し
て
牧
草
被
害
率
を
推
測
し

ま
す
（
図
１
）。

　

後
者
で
は
、
専
用
の
電
気
柵
導
入
決
定
支

援
シ
ー
ト
を
活
用
し
ま
す
（
図
２
）。
測
定

し
た
草
高
を
こ
の
シ
ー
ト
に
入
力
す
る
と
、

自
動
的
に
被
害
率
が
算
出
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

面
積
や
立
地
な
ど
の
牧
草
地
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
入
力
す
る
と
被
害
額
が
推
測
さ
れ
、
十

分
な
食
害
の
防
除
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
簡
易
電
気
柵
や
恒
久
電
気
柵
な
ど
の
被
害

対
策
資
材
を
導
入
し
た
場
合
の
費
用
（
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
含
む
）
と
比
較
し
て
、
被
害
額

が
被
害
対
策
負
担
額
を
上
回
る
か
ど
う
か
を

基
準
に
被
害
対
策
資
材
を
導
入
す
べ
き
か
ど

う
か
の
判
定
を
示
し
ま
す
（
図
２
）。

　

本
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
シ
カ
に
よ
る
牧

草
被
害
の
実
態
を
“
見
え
る
化
”
し
、
速
や

か
な
被
害
対
策
資
材
の
導
入
の
判
断
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
公
共
牧
場
関
係
者

等
を
対
象
と
し
て
講
習
会
等
を
開
催
し
、
技

術
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。な
お
、

簡
易
ケ
ー
ジ
の
作
成
設
置
方
法
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
お
よ
び
電
気
柵
導
入
決
定
支
援
シ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
畜
産
草
地
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
草
地
管
理
研
究
領
域

主
任
研
究
員　

塚
田
英
晴
）

草高1 

（ケージ内） 

草高2 

（ケージ外） 

被害率 = （草高1-草高2） / 草高1 

草高1-草高2 

（内外差） 

図 1　牧草被害率の算出方法
なるべく倒伏していない群落を選んで草高を測定
すると誤差が抑制できる。

図 2　電気柵導入決定支援シートの画面
http://www.naro.affrc.go.jp/nilgs/contents/program/
fidas/index.html
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研究者
訪　問
研究者
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家畜生理栄養研究領域

大　谷　文　博

一
酸
化
二
窒
素
（
Ｎ
２
Ｏ
）
は
二
酸
化
炭

素
の
３
１
０
倍
の
温
室
効
果
を
持
つ
ガ
ス
で

す
が
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
に
伴
っ
て
発

生
す
る
Ｎ
２
Ｏ
は
、
国
内
の
農
林
水
産
業
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
15
％
を

占
め
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

畜
排
せ
つ
物
か
ら
発
生
す
る
ア
ン
モ
ニ
ア

（
Ｎ
Ｈ
３
）
も
、
悪
臭
や
酸
性
雨
の
原
因
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
大
気
中
の
酸
化
反
応
や
土

壌
付
着
後
の
微
生
物
反
応
に
よ
っ
て
Ｎ
２
Ｏ

の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
ス
の

原
料
は
排
せ
つ
物
中
の
窒
素
（
Ｎ
）
な
の
で
、

Ｎ
の
排
せ
つ
量
を
減
ら
す
栄
養
管
理
を
す
れ

ば
、
排
せ
つ
物
処
理
に
伴
う
ガ
ス
の
発
生
量

も
減
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は

乳
生
産
を
低
下
さ
せ
ず
に
乳
牛
の
Ｎ
排
せ
つ

量
を
減
ら
し
、
排
せ
つ
物
処
理
に
伴
う
ガ
ス

発
生
量
の
低
減
を
可
能
に
す
る
栄
養
管
理
手

法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
飼
料
中
蛋
白
質
含
量
を
16
・
６
％
か

ら
13
・
６
％
に
減
少
さ
せ
る
と
、
糞
尿
中
へ

の
Ｎ
排
せ
つ
量
は
約
２
割
減
少
し
、
そ
の
糞

尿
を
ス
ラ
リ
ー
貯
留
処
理
し
た
時
に
発
生
す

る
Ｎ
Ｈ
３
は
約
３
割
減
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
（
図
１
）。
さ
ら
に
、
飼
料
の
蛋
白
質

含
量
を
12
％
台
ま
で
低
下
さ
せ
、
不
足
す
る

一
部
の
ア
ミ
ノ
酸
を
単
体
で
添
加
し
た
飼
料

を
乳
牛
に
給
与
し
た
試
験
で
は
、
尿
へ
の
Ｎ

排
せ
つ
量
が
蛋
白
質
含
量
17
％
の
飼
料
給
与

時
の
半
分
以
下
に
減
少
し
、
そ
の
尿
を
浄
化

処
理
し
た
際
に
発
生
す
る
Ｎ
２
Ｏ
は
４
分
の

１
に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
ま
し

た
（
図
２
）。
し
か
し
、
こ
の
時
の
飼
料
で

は
乳
量
に
も
若
干
の
減
少
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
添
加
す
る
ア
ミ
ノ
酸
量
や
給
与
蛋

白
質
水
準
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
料
蛋
白
質
の
分
解
性

や
飼
料
中
の
炭
水
化
物
源
の
影
響
な
ど
に
つ

い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
管
理
で

乳
牛
の
排
せ
つ
物
か
ら
発
生
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す

図 1　蛋白質含量 16.6%および 13.6%の飼料
を給与した乳牛の糞尿中N排せつ量と糞
尿スラリー貯留処理からのNH3 発生量

図 2　尿の浄化処理からのガス発生量測定
試験装置
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

１
１
８
頭
の
牛
群
に
対
し
て
、
33
℃
の
温
水

を
14
・
４
ｔ
／
日
供
給
で
き
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
乳
牛
の
飼
養

試
験
を
実
施
し
た
結
果
、
冬
季
の
温
水
給
与

に
よ
り
、
冷
水
を
給
与
し
た
場
合
よ
り
も
飲

水
量
が
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
生
産
性
へ
の
好
影
響
も
見
ら
れ
て
お

り
、現
在
デ
ー
タ
の
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
他
の
畜
種
や
堆
肥
化
方
式
に
も
発

酵
熱
回
収
技
術
の
適
用
範
囲
を
広
げ
、
家
畜

ふ
ん
の
堆
肥
化
処
理
が
普
及
し
て
い
る
日
本

な
ら
で
は
の
技
術
体
系
と
し
て
確
立
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
畜
ふ
ん
か
ら
堆
肥
を
製
造
す
る
過
程
で

発
酵
熱
が
発
生
し
、
そ
の
熱
量
は
家
畜
ふ
ん

乾
物
１
kg
あ
た
り



20

MJ
に
達
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
こ
の
発
酵
熱
は
、
通
気
や
切
り
返
し

の
際
に
環
境
中
へ
放
出
さ
れ
て
し
ま
い
、
有

効
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
畜
産
草
地
研
究
所
で
開
発
し
た
吸
引
通

気
式
堆
肥
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
発
酵
熱

を
回
収
し
、
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

吸
引
通
気
方
式
は
、
発
酵
熱
を
含
ん
だ
排

気
を
低
温
の
外
気
に
希
釈
さ
れ
る
こ
と
な
く

50
℃
程
度
の
飽
和
蒸
気
の
か
た
ち
で
回
収
し

ま
す
。
堆
肥
原
料
へ
の
空
気
の
供
給
量
は
、

堆
肥
原
料
１
㎥
あ
た
り
毎
時
２
～
６
㎥
程
度

で
あ
り
、
原
料
を
通
過
し
た
発
酵
排
気
中
に

は
蒸
発
潜
熱
が
含
ま
れ
る
た
め
、
同
じ
温
度

の
乾
燥
空
気
よ
り
も
熱
量
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
発
酵
排
気
の
熱
量
は
、
乳
牛
ふ
ん
１
ｔ

あ
た
り
３
・
８

kW
に
相
当
し
、
例
え
ば
、
乳

牛
１
２
０
頭
規
模
の
酪
農
家
で
は
、
２
・
６

GJ
／
日
（
30

kW
相
当
）
の
熱
量
が
常
時
回
収

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
発
酵
排
気
と
水

を
熱
交
換
す
る
こ
と
で
、
40
℃
の
温
水
で
あ

れ
ば
1
日
11
・
５
ｔ
生
産
可
能
で
す（
図
1
）。

つ
ま
り
、
乳
牛
1
頭
あ
た
り
約
１
０
０
kg
／

日
の
温
水
を
生
産
で
き
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
乳
牛
1
頭
の
1
日
の
飲
水
量

に
匹
敵
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
実
際
に
温
水
を

乳
牛
の
飲
水
と
し
て
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
連
続
稼
働
さ
せ
て
調
査
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
50
℃
、
熱
量
30

kW
相
当

の
排
気
で
農
業
用
水
を
加
温
す
る
こ
と
で
、

家畜飼養技術研究領域

小 島 陽 一 郎

堆
肥
が
ア
ツ
い
！

― 

堆
肥
発
酵
熱
回
収
・
利
用
技
術
の
開
発 

―

図 1　発酵熱を回収して得られる温水

図 2　堆肥発酵熱回収システムの概略
図中数値は乳牛 120 頭規模酪農家の例
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平成 26 年度創意工夫功労者賞を受賞

畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
第
２
科
の

鶏
・
実
験
動
物
研
究
支
援
チ
ー
ム
で
は
、
採
卵

鶏
を
中
心
に
試
験
用
鶏
の
生
産
・
管
理
や
希
少

鶏
種
の
系
統
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鶏
を
管

理
す
る
場
合
、
ヒ
ナ
の
段
階
か
ら
雌
雄
を
別
々

に
扱
う
た
め
、
孵
化
直
後
の
雌
雄
を
鑑
別
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

養
鶏
産
業
の
分
野
で
は
多
羽
数
の
鑑
別
を
行

う
必
要
か
ら
、
極
め
て
高
度
な
技
術
を
持
つ
初

生
雛
鑑
別
師
に
よ
る
肛
門
鑑
別
法
や
伴
性
遺
伝

を
利
用
し
た
羽
毛
鑑
別
法
が
広
く
用
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
一
方
、
当
所
は
試
験
研
究
機
関
で

あ
り
一
度
に
多
く
の
雛
を
鑑
別
す
る
必
要
は
な

い
た
め
、
あ
る
程
度
の
知
識
と
技
術
が
あ
れ
ば

確
実
に
誰
に
で
も
行
え
る
機
械
鑑
別
法
を
古
く

か
ら
用
い
て
き
ま
し
た
。
機
械
鑑
別
法
は
チ
ッ

ク
テ
ス
タ
ー
（
機
械
鑑
別
機
）
と
呼
ば
れ
る
光

学
機
器
の
先
端
部
分
を
肛
門
か
ら
挿
入
し
て
、

卵
巣
や
精
巣
を
直
接
覗
い
て
観
察
す
る
方
法
で

す
。
一
般
に
は
肛
門
鑑
別
法
や
羽
毛
鑑
別
法
が

広
く
普
及
し
た
の
で
、
機
械
鑑
別
法
は
昭
和
40

年
代
前
半
に
廃
れ
て
鑑
別
機
の
製
造
販
売
も
中

止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
所
で
使
用
し
て

き
た
鑑
別
機
は
、
昭
和
40
年
前
後
に
購
入
し
た

も
の
で
す（
写
真
１
）。
半
世
紀
も
の
間
使
用
し

て
き
た
の
で
、
レ
ン
ズ
や
電
機
部
品
が
劣
化
し

て
明
瞭
な
観
察
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
代
替
で
き
る
機
器
が
な
い
か
を
探
し

た
と
こ
ろ
、
小
動
物
用
の
細
径
内
視
鏡
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
早
速
、
こ
の
内
視
鏡
を
入
手
し

て
初
生
ビ
ナ
の
雌
雄
鑑
別
を
試
み
ま
し
た
が
、

卵
巣
や
精
巣
を
上
手
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
従
来
機
の
レ
ン
ズ
を

内
視
鏡
の
先
端
に
取
り
付
け
、
そ
の
レ
ン
ズ
の

形
状
を
変
え
る
な
ど
の
改
良
や
工
夫
を
繰
り
返

し
、
明
瞭
に
卵
巣
や
精
巣
が
観
察
（
写
真
２
と

３
）
で
き
る
ま
で
に
改
良
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
改
良
の
結
果
が
、
平
成

25
年
度
創
意
工
夫
功
労
者
賞
（
受
賞
者
：
業
務

第
２
科
の
宮
下
と
柴
田
）
を
受
賞
し
た
「
小
動

物
用
細
径
内
視
鏡
を
改
良
し
た
ヒ
ナ
雌
雄
鑑
別

機
」（
写
真
４
）で
す
。

こ
の
改
良
に
よ
り
、
①
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
観

察
部
位
が
拡
大
表
示
で
き
る
の
で
鑑
別
が
容

易
、②
複
数
名
で
の
同
時
観
察
が
可
能
と
な
り
、

熟
練
者
か
ら
の
技
術
伝
授
が
容
易
、
③
機
械
の

操
作
性
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
鑑
別
作
業

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
の
利
点
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
こ
の
機
械
を
フ
ル
活
用
し
て
支
援
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
第
２
科
長　

大
塚
誠
）

「
ヒ
ナ
雌
雄
鑑
別
の
た
め
の

動
物
用
内
視
鏡
の
改
良
」

写真 1　昭和 40年前後に
購入した機械鑑
別機

写真 4　創意工夫功労者賞を受賞した鑑別機

写真 3　新しい鑑別機を用いての雌雄鑑別

写真 2　新しい鑑別機で観察したヒナの精巣
と副腎
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研究所の一般公開・つくば

シンポジウム「家畜繁殖技術の最先端と
それらの豚への適用の展望」を開催

６
月
５
日
、
台
湾
畜
産
試
験

場
に
お
い
て
、
畜
産
草
地
研
究

所
主
催
の
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
、FoodandFertilizer

T
echnologyCenter

（
Ｆ
Ｆ

Ｔ
Ｃ
）
の
協
賛
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

Ｆ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
傘
下
の
国
（々
日
本
・

台
湾
・
韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ

ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
）
へ
の
豚
生
産
の
効
率
化
や
高
度
化
を

促
進
す
る
繁
殖
技
術
の
情
報
提
供
を
目
的
に
企
画
・
開
催
し
た

も
の
で
、
約
１
６
０
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ン
コ
ピ
ン
グ
大
学
の

ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
マ
ル
チ
ネ
ス
博
士
よ
り
「
豚
人
工
授
精
の
現
状

と
展
望
」
と
題
し
、
よ
り
汎
用
性
の
あ
る
精
子
の
低
温
処
理
温

度
や
精
子
数
の
低
減
化
、
子
宮
深
部
注
入
、
凍
結
精
子
な
ど
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
畜
産
草
地
研
究
所
か
ら
平
尾
雄

二
上
席
研
究
員
、
原
口
清
輝
主
任
研
究
員
、
ソ
ム
フ
ァ
イ
タ
マ

ス
主
任
研
究
員
、
動
物
衛
生
研
究
所
か
ら
吉
岡
耕
治
氏
、
農
業

生
物
資
源
研
究
所
か
ら
菊
地
和
弘
氏
が
参
加
し
、
総
勢
８
名
か

ら
最
先
端
の
豚
繁
殖
技
術
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
討
論
で
は
、
豚
遺
伝
資
源
を
豊
富
に
有
す
る
ア
ジ
ア
近
隣

諸
国
で
の
国
境
を
越
え
た
豚
遺
伝
資
源
の
保
全
・
維
持
・
増
殖

に
つ
い
て
の
共
同
研
究
実
施
が
検
討
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
国
際

貢
献
が
望
ま
れ
て
い
る
農
研
機
構
に
と
っ
て
有
意
義
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ｆ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
次
長　

永
井
卓
）

今
年
の
つ
く
ば
の
一
般
公
開
は
科
学
技
術
週
間
に
合
わ
せ
て
４
月
18

日
と
19
日
の
２
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
「
国
産
飼
料

で
ブ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
、
国
産
の
牛
肉
・
国
産
飼
料
の
自
給
の

た
め
の
研
究
の
紹
介
、
え
さ
が
お
い
し
い
牛

乳
・
卵
・
肉
に
な
る
ま
で
の
解
説
な
ど
を
中

心
と
し
ま
し
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
「
食
べ
て
感
じ

て
学
ぶ
食
肉
の
か
た
ち
」
と
「
体
細
胞
ク

ロ
ー
ン
牛
と
は
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ
で
合
計

7
回
行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
講
演
会
も
「
冬

の
乾
燥
か
ら
お
肌
を
守
る
｜
乳
酸
菌
Ｈ
61
株

｜
」、「
国
産
飼
料
と
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ

ン
グ
」、「
豚
肉
が
で
き
る
ま
で
」、「
有
色
素

米
と
は
」、「
家
畜
排
泄
物
か
ら
の
地
球
温
暖

化
ガ
ス
」
の
5
つ
の
テ
ー
マ
で
計
7
回
行
い

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
飼
料
用
米
を
与
え
て
飼

わ
れ
た
乳
牛
と
通
常
の
乳
牛
か
ら
の
２
つ
の

牛
乳
の
飲
み
く
ら
べ
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

好
み
は
分
か
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方

に
違
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、毎
年
好
評
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
行
い
、

ち
び
っ
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
数
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曇
り
空
の
中
で
し
た

が
2
日
間
で
合
計
１
９
６
２
名
に
来
訪
い
た

だ
き
、
け
が
や
迷
子
も
な
く
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

（
一
般
公
開
実
行
委
員
会
委
員
長　

阿
部
啓
之
） ミニ講演会 サイエンスカフェ

FFTC黄所長のご挨拶　
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サマー・サイエンスキャンプ 2014 実施報告

畜産草地研究所産学官連携センター
「生産現場で利用できる技術」紹介

わ
が
国
の
飼
料
自
給
率
は
25
％
前
後
と
低
く
、
濃
厚
飼
料
で
は
さ
ら
に

低
い
10
％
前
後
で
あ
る
た
め
、
自
給
率
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
国
の
養
豚
業
は
、
ふ
ん
尿
処
理
問
題
等
や
悪
臭
等

環
境
問
題
へ
の
対
応
か
ら
中
山
間
地
に
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
行

し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
や

水
田
の
有
効
活
用
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
水
田
作
と
養
豚

業
を
結
び
つ
け
た
自
給
飼
料
活
用
型
、
資
源
循
環
型
畜
産
シ
ス
テ
ム
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
養
豚
か
ら
の
堆
肥
・
液
肥
を
利
用
し
て
栽

培
し
た
飼
料
用
米
を
養
豚
業
で
活
用
す
る
生
産
体
系
を
確
立
し
、
岩
手
県

一
関
市
大
東
地
域
に
導
入
し
て
実
証
生
産
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
給
与
方
法
（
肥
育
後
期
に
慣
行
飼
料
中
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
飼
料
用
米
で
15
％
代
替
）
に
従
っ
た
豚
肉
生
産
の
発
育

成
績
は
慣
行
飼
料
並
み
に
良
好
で
あ
り
、
皮
下
脂
肪
内
層
の
オ
レ
イ
ン
酸

の
割
合
が
高
く
な
る
一
方
、
豚
肉
の
脂
肪
を
軟
ら
か
く
す
る
リ
ノ
ー
ル
酸

の
割
合
が
低
く
な
り
、
硬
く
し
ま
り
の
あ
る
方
向
へ
脂
肪
酸
組
成
が
変
化

し
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
色
は
明
る
く
、
色
み
の
薄
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
の
方
法
で
生
産
し
た
豚
肉
の
差
別
化
販
売
が
２
０
０
８
年
に
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
飼
料
用
米
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
水
田
の
解
消
と
水

田
の
有
効
活
用
に
貢
献
で
き
、
中
山
間
地
の
振
興
・
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
濃
厚
飼
料
自
給
率
の
向
上
に
も
貢
献
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

�

（
家
畜
生
理
栄
養
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

三
森
眞
琴
）

畜
産
草
地
研
究
所
産
学
官
連
携
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
専
用

フ
ォ
ー
ム
（http://w

w
w
.naro.affrc.go.jp/nilgs/inquiry/san

gaku.htm
l

）
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。
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サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
は
、
独
立
行
政
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
主
催
す
る
高
校
生

の
た
め
の
科
学
技
術
体
験
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、当
所
が
行
っ

て
い
る
畜
産
研
究
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、７
月
23
日
～
25
日
の
3
日
間
、

「
体
験
！
畜
産
研
究
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
テ
ー

マ
に
サ
マ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
牛

の
繁
殖
」、「
家
畜
飼
養
」、「
乳
酸
菌
」
の
３

コ
ー
ス
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
計
12
名
の

高
校
生
の
皆
さ
ん
に
、
各
コ
ー
ス
名
に
関
連

す
る
様
々
な
実
習
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
（
表
紙
写
真
）。

牛
の
生
態
に
つ
い
て
学
ぶ
牛
の
繁
殖
コ
ー

ス
で
は
、
酵
素
免
疫
測
定
法
に
よ
る
性
周
期

グ
ラ
フ
作
製
、
体
外
受
精
卵
の
生
産
過
程
で

必
要
な
卵
子
採
取
、
ク
ロ
ー
ン
牛
の
鼻
紋
比

較
の
実
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
家
畜
の
飼
養
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

家
畜
飼
養
コ
ー
ス
で
は
、
牛
の
消
化
・
栄
養

吸
収
の
し
く
み
と
地
球
温
暖
化
の
関
係
、
飼

料
の
栄
養
価
を
調
べ
る
実
習
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
乳
酸
菌
に
つ
い
て
学
ぶ
乳

酸
菌
コ
ー
ス
で
は
、
顕
微
鏡
観
察
や
菌
種
判

別
試
験
の
他
、
乳
製
品
の
製
造
及
び
官
能
評

価
の
実
習
を
通
じ
て
菌
株
の
違
い
に
よ
る
風

味
等
の
違
い
を
確
か
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部
広
報
係
長　

飛
鳥
井
可
奈
子
）

豚
へ
の
飼
料
用
米
給
与
技
術
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